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嗚呼 第３回立志式
～２年生一人一人が壇上で将来の生き方を語る～
「僕は大工になります。」「私は人の役に立つ仕事に就きます。」「父

の仕事 農業を継ぎます。」次々と２年生が体育館中に響くピンと張
り詰めた、そして熱き想いのこもった声で語り続けた。２月１７日(金)
藤沢中体育館では、創立７０周年記念第３回立志式が行われた。２年
生一人一人が壇上で、自らの将来の夢や生き方を熱く語る。今年は、
３年生や１年生、保護者の皆様方、加えて４月に入学してくる６年生
たちが見守ってくれた。
２年生は１月に３日間、消防署や幼稚園・保育園、福祉施設、コン

ビニ等２３の事業所様にお世話になり、働かせていただいた。その職
場体験学習を通して、働くことの厳しさと楽しさ、あいさつやその場
に応じた行動の大切さを学んでくれた。立志の言葉の中にその体験が

色濃くつづられてい

る。小さい頃からご 第 １ ２ 号
両親やご家族の仕事 ２月２８日(火)
ぶりを肌で感じ、１
年生から進路学習を積み上げ、２ヶ月
半かけて立志の言葉を作り上げてきた。
加えて体育館のステージ（壇上）で一
人きりでみんなに語りかけるのは殆ど
の生徒が初体験である。数々のプレッ
シャーを乗り越えて今日の日を迎えて
いる。一人一人の２年生が自らの将来
を熱く語る姿を見て、大きな人生の関
門をまた一つくぐり抜けてくれたと感
じた。その晴れ姿が凜々しくもあり美
しかった。私の涙腺も、会場のお父さ

んやお母さんと同じように緩くなってしまった。
２年生に感動を与えてもらった一日だった。

【立志式を終えて】
２－１ 大屋柚乃
しっかりと自分と向き合って将来のことについてよく考えることが出来たと思います。

立志式はとても緊張したけれど、胸を張って発表できたと思います。また成長した点で
は人前で自分の考えを発表することの楽しさを感じられたこと。今後は立志式の発表で
言ったように、気持ちを強く持つことと責任感をしっかりと身に付けるよう学校生活を
送っていきます。
２－２ 水村彩也香
立志式では、自分でしっかりと将来の夢や今後の生活について語ることが出来ました。

みんなの言葉を聞いて互いに進路について学び合うことが出来ました。今後の生活でも
っと自分に厳しく自分が立てた目標をしっかりとこなしたいと思います。
２－３ 魚田 響
立志式が近づくにつれて緊張感が増してきた。今まで人前でしゃべることが苦手だっ

３月２日 ３年生９３名県立高校入試へ たけれど、立志式を終えて自分の想いを人に伝えたり人前でしゃべることで、コミュニ
ケーション力が上がったと思う。そして自分の夢や今頑張らなくてはいけないことが、

２月２４日の午後４時で県公立高 自分の中ではっきりとしてきた。自分をさらに伸ばすために頑張りたい。
校の志願先変更期間が終了し、県

立各高校の志願倍率が確定しまし ☆創立７０周年記念として石碑建立
た。県立高を受検する３年生にと 記念事業の一環として体育館前庭に石碑
って、いよいよ学力検査・面接な を建立しました。そこに私（校長）の拙筆
ど受検本番です。今週木曜日、３ ながら「上昇気流」の文字を刻ませていた
月２日が５教科の学力検査、翌３ だきました。
日が面接・実技検査（一部）です。 この“上昇気流”に込めた想いを、元生

皆さんが部活動を引退し、受験生と呼ばれて早８ヶ月、 徒会長の言葉から紹介します。
２００日を超える日数を過ごしてきました。今まででこんな 本校生徒会の活動スローガンの柱である
に勉強したことは無かったでしょう。勉強のことや志願先の この「上昇気流」は、気象学上は、上へ上
ことなど、こんなに悩み、辛い思いをしたことも今まで無か へと登っていく空気の流れのことを指しま
ったでしょう。こんなにお父さんやお母さんと、自分の人生 す。この語を藤沢中の生徒会活動に当ては
や進路先について真剣に話し合ったことは無かったでしょ めて、「藤中生として過ごす中で、行事へ
う。こんな経験を通し、今の君たちがあります。１年生や２ の取組を通して、自分や周囲にいる人たち、
年生に比べ 「受検（験）」という人生の乗り越えるべき難 さらに様々な形で協力してくれる人達と、
関を乗り越えつつあるのです。もう一息でゴールが見えてき 共に成長していこうとするする姿」を示し
ました。 ています。そして藤中生皆で成長していこ
そんな君たちを、藤沢中学校の後輩達や先生方全員が心か うとする雰囲気もイメージしています。

ら、全員が希望どおりの進路へ向えることを祈っています。 ７０周年の今、是非、現在の藤沢中生徒の活躍を表したこの言葉を、未来に向けて大
藤中生徒・教職員の全員が 切にしたいと思います。

あなたの熱血応援団です。 ３年生を送る会（３／８） 準備進めています！
各会場で力一杯あなたの未来に

向かって実力を発揮してきて ３月８日（水）４～６校時に３年生を送る会を実施します。１・２年生が、お世話に
ください。 なった３年生へ感謝の気持ちを表すことをねらいとし、第１部では芸術鑑賞会として、
ずっと応援し続けています。 民族歌舞団 荒馬座による「太鼓民舞教室」に全員で参加します。第２部は１・２年生に

よる感謝の出し物と３年生によるお礼の出し物を行います。
実行委員会のスタッフより文章が寄せられました。
今年の三送会は、７０周年という記念すべき年です。部活ごとによる出し物やエール

は必見です。楽しんでもらうことはもちろんですが、卒業する３年生と共に、１・２年

３月１６日（木）には 生の皆が感動を感じてくれたらと頑張っています。三送会でも、“上昇気流”を起こし

第７０回卒業証書授与式を行います！ ていきましょう。
【今年の見所】

※１「３年生を送る会」は３月８日(水)４校時～６校時です。 ・“全力校歌”で全校心を込めて、我らが母校の校歌を歌います。
※２裏面に「保護者による学校評価」結果の公表（平成２８ ・三年生の「下級生へのお礼（リアクション）」が凝ってます。
年１２月集計）と、税に関する作文の優秀作品（２－３韮塚 ～メッセージあり、合唱あり、ダンスあり、気合いの○○団？登場！～
里奈さん）を掲載いたします。 ・荒馬座の太鼓や踊りが見事です。
☆お詫びと訂正 学校だよりの号数が誤っていました。前号 ・リハーサルを生徒自身の手で行います。
が第１１号でした。今回が１２号です。訂正いたします。

日 曜 ３ 月 行 事 予 定

1 水 期末テスト（１・2年）・朝練習中止

2 木 公立高校学力検査

3 金 公立高校実技検査・中学生と語る会

4 土 学習会

5 日 北辰テスト(２年)

6 月

7 火 送る会準備

8 水 ３年生を送る会

9 木 式練習･発表直前指導(３年)・応援団下校指導

10 金 入学許可候補者発表

11 土 緊急連絡ｻｲﾄｱｸｾｽ日

12 日

13 月

14 火 卒業式予行・3年給食最終

15 水 卒業式会場準備・修了式(3年)

16 木 卒業式

17 金 ３年臨時休業日(～3/26)・学校応援団感謝の集

い・専門委員会

18 土

19 日

20 月 春分の日

21 火 PTA新旧理事会

22 水 期末短縮・ＰＴＡ交通安全指導

23 木 期末短縮・大清掃・給食最終日

24 金 修了式

25 土

26 日

27 月 学年末休業日（～4/7日まで）

３月 の 予 定 （発行日当日現在の予定）
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２８年度 保護者による学校評価公表（平成２８年１２月集計）

平成２８年度の保護者による学校評価の結果を公表さ
せていただきます。
全ての項目に９０％以上の素晴らしい評価をいただき

ました。ありがとうございます。自由記述の「主なご意
見」からも多くのお褒めの言葉をお書きいただきました。
本校が、保護者や地域の方々の熱心な御協力のもと、生
徒の健やかな成長を共に感じられる学校になってきたと
考えております。昨年度と比べても多くの項目の数値が
今年度上昇し、我々、教職員も生徒たちとともに充実し
た時間を過ごすことができたと感じております。
次の２項目については、９０％は超えていますが、他

の項目に比べて、若干値が低くなりました。

４「学力向上」
９４％（Ｈ２７）→９２％（Ｈ２８）

７「特色ある教育活動の推進」
９３％（Ｈ２７）→９１％（Ｈ２８）

加えて「主なご意見」をふまえて考察すると、「学力
向上」と「家庭への情報の伝達」に課題があるのではな
いかと考えました。

「特色ある教育活動の推進」や「学力向上」の取組と
して、今年度は、毎週水・木曜日に「朝学習（数学のド
リル問題、国語の文章を書く問題）」を全校で行ってき
ました。授業では、深谷市教育委員会が推奨する「深谷
市スタンダード」（先生方の指導方法）に基づき、ＩＣ
Ｔやアクティブラーニングを意識した指導方法の改善に
全教職員で取り組んできました。補充学習として、放課
後の学習会、サマーレッスン、土曜の学習会などを行い
ました。また、家庭学習の型を生徒に示し、学力の定着
を目指して取り組んでいます。
今年度の埼玉県学力学習状況調査の生徒質問紙から、

学力の伸びと生活面の相関関係（かかわり）をみますと、
“当たり前のことを当たり前に行っている生徒”が、学
力を伸ばしていることが見て取れました。そこで、本校
では「五つの基（元気な挨拶返事・全力校歌・無言ひざ
つき清掃・靴そろえ・チャイムで開始）」を打ち出し、
生徒会では「フラワープロジェクト」として活動し、１
月の生活アンケートの集計で平均９０％以上の生徒が実
践している成果が出始めています。
行事では、藤沢中には宝といえる「早朝ボランティア」

「藤並祭（文化祭）」「パスート学習（総合的な学習に時
間）」「ふれあい昼食会」「オープンガーデン」など多く
の、藤沢中独自の行事が行われています。生徒たちはこ
れらの活動に意欲的に参加しています。

生徒たちの成長には、学校・地域・家庭の連携が不可欠と言われています。家庭学習の効果を上げるために、保護者の皆様の
御協力よろしくお願いいたします。また、藤沢中の活動をより多くの皆様方に知っていただくためには、参観の機会を増やすこ
とが必要であると考えます。来年度に向けて、フリー参観・授業参観懇談会・サイバー犯罪防止教室・薬物乱用防止教室などの
参加率の向上を目指して、参加したくなるような内容の改善と参加の呼びかけを積極的に行っていきたいと考えております。
今回の学校評価を、藤沢中がよい学校であり続けるために、貴重なご意見として受けとめ改善に取り組んで参ります。

中学生の税についての作文 優秀作品 埼玉県租税教育推進協議会長賞

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税

二
年
三
組

韮
塚
里
奈

私
は
先
日
行
わ
れ
た
租
税
教
室
で
、
税
と
は
大
切
な
も
の
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
税
と
は
何
か
。
」

こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
た
ち
の
学
校
で
は
資
料
な
ど
を
参
考
に
し

て
解
い
た
。

「
税
が
な
い
と
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
」

講
師
の
先
生
の
方
が
こ
う
述
べ
ら
れ
る
と
、
返
っ
て
き
た
言
葉
は
、

①
学
校
に
行
け
な
い

②
物
に
消
費
税
が
つ
か
な
く
て
す
む

③
所
得
税
で
会
社
の
給
料
が
減
ら
さ
れ
な
く
て
す
む

と
い
っ
た
意
見
だ
っ
た
。

税
金
を
払
わ
な
い
社
会
に
つ
い
て
、
極
端
で
は
あ
る
が
、
考
え

て
み
た
い
。

い
つ
も
通
学
し
て
い
る
道
路
、
こ
れ
は
税
金
で
整
備
さ
れ
た
も

の
。
も
し
、
税
金
を
納
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
誰
か
の
土
地
を
通

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
行
料
を
と
ら
れ
る
と
思
う
。
学
校
も
同

じ
だ
。
学
校
は
、
税
金
で
施
設
を
作
り
、
机
、
い
す
、
教
科
書
な

ど
全
て
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
全
て
有
料
化
さ
れ
る

と
、
全
員
が
公
平
に
受
け
ら
れ
る
義
務
教
育
で
は
な
く
、
教
育
格

差
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
と
思
う
。
「
公
共
」
の
た
め
に
私
財
を
投

じ
て
く
れ
る
人
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
に
し
か
で
き
な
い
と
思
う
。

税
金
を
納
め
な
い
分
、
他
の
こ
と
で
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
堤
防
の
決
壊
や
火
山
の
噴
火
、
熊
本
地
震
と
大
き
な
災
害
が
多

発
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
で
も
、

「
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
る
。
「
自

助
」
で
あ
る
。
次
に
避
難
途
中
、
障
害
を
持
つ
人
や
高
齢
者
な
ど

を
近
所
の
人
が
助
け
て
避
難
す
る
。「
共
助
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

倒
壊
し
た
建
物
や
危
険
な
場
所
へ
行
き
、
生
存
者
を
助
け
に
行
く
、

警
察
や
消
防
、
自
衛
隊
と
い
っ
た
行
政
か
ら
の
助
け
を
「
公
助
」

と
い
う
。
税
金
を
払
わ
な
い
場
合
、
最
後
の
「
公
助
」
こ
の
部
分

が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
。
私
は
、
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
見
て
い
て
、
「
自
助･

共
助
」
ま
で
は
何
と
か
で
き
る
。

し
か
し
、
地
震
で
倒
壊
し
た
家
屋
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
人
間
の

個
の
力
で
は
、
無
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
公
助
」
の
警
察
や
消

防
、
自
衛
隊
は
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
専
門
的
な
知
識
や
訓
練
を
施

さ
れ
て
お
り
テ
キ
パ
キ
と
命
が
け
で
対
応
し
て
い
る
。
警
察
や
消

防
、
自
衛
隊
の
人
た
ち
は
、
毎
月
の
給
料
が
あ
る
た
め
、
こ
う
し

た
活
動
に
対
し
て
特
別
な
報
酬
は
な
い
。
こ
の
人
件
費
は
、
税
金

で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
税
金
に
よ
っ
て
、
今
の
当
た
り
前
の
生
活
、

安
全
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
税
金
を
納
め
な
く
て
も
い
い
、
と
い

う
考
え
は
、
こ
の
当
た
り
前
の
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
警
察
や

消
防
が
あ
り
、
道
路
を
利
用
し
学
校
へ
通
い
、
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
の
感
謝
の
念
が
薄
く
な

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
度
、
原
点
に
立
ち
返
り
、
当

た
り
前
の
生
活
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
、
税
金
を
納
め

る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
た
い
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

藤沢中学校は、地域に開かれた信頼できる学校作りに努めている。 98%

藤沢中学校は、夢と志の実現を目指し、自ら学ぼうとする生徒を育てている。 93%

主
な
ご
意
見

○生徒に向き合って取り組んでいる。
○一人一人の生徒に温かい声がけを行っている。
○学校と家庭がよく連絡を取り合い、学校での様子をきちんと話してくれ、生徒に向き合ってくれている。
○学校行事で生徒が元気に挨拶してくれ気持ちがよい。
○藤並祭の行事内容がすばらしい。
○親身に相談にのってくれる学校である。
○HPでいろいろな活動を発信してくれてありがたい。
○昔に比べてよい学校になっている。
○子どもの成長を助け伸ばしてくれる学校である。

△授業での課題をやらなくても平気でいる感じになっている。
△部活動の情報が少ない。予定が直前で変更すのは困る。
△音楽祭での歌や聞く姿勢を頑張らせて欲しい。
△生徒が学校の話をほとんどしないので分からない。
△プリントが手元に届くのは部活の予定表のみ、口答で伝えてくれるだけである。

・お弁当の日の前日に連絡メールが欲しい。
・生徒がプリントを提出しないので、連絡メールで何を配布したか教えて欲しい。
･平均点以下の科目については補習授業を行って欲しい。

藤沢中学校は、特色ある活動を推進している。 91%

藤沢中学校の生徒は、行事に真剣に取り組み、あいさつもしっかりしている。 94%

藤沢中学校は、校舎内外ともきれいにしている。 98%

藤沢中学校は、学力向上に努めている。 92%

藤沢中学校は、相談活動など、生徒一人一人に向き合っている。 93%

藤沢中学校は、心優しい生徒を育てている。 96%

藤沢中学校は、安全安心な学校づくりに努めている。 98%

藤沢中学校は、生徒の主体的な活動を推進している。 97%

藤沢中学校は、学校の活動や様子を知らせている。 97%

番
号

評　　価　　項　　目

平成２８度　「学校評価（保護者用アンケート）」　　（年間集計）

　保護者の皆様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より、本校の教育
活動へのご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　今後、さらに本校が地域や保護者から信頼される学校となるために、「学校評価（アン
ケート）」を実施したいと存じます。裏面の「本校の本年度実践内容」を参考にしていただ
き、お子さんに学校の様子を確認していただきながら、アンケートにお答えいたきますようお
願いいたします。（お子様が複数在籍している場合は、そのお子様を見て回答して
下さい。）

評
価
の
基
準

よくあてはまる 　　　　（９割以上の達成状況）

ややあてはまる　　　　（６割以上９割未満の達成状況）

あまりあてはまらない （３割以上６割未満の達成状況）

あてはまらない 　  　　（３割未満の達成状況

評価

肯定的評価

の割合


